
ウニ価格対策緊急調査

弘子*慎二・山内桐原

的

青森県ではキタムラサキウニは、図 lに数量，金額の変化を示したとおり、 1980年以降年間721トン~

1，665トン(平均1， 145トン)及び848百万円-1，604百万円(平均1， 165百万円)が漁獲され、重要な地先

魚種として扱われている(青森県企画政策部)。しかし、その魚価は、近年、低落した。ことに殻付きの

ままキタムラサキウニを出荷する大間町と風間浦村では、図2に1990年以降の平均単価の変化を示したと

おり、 1992年には各々 1，665円/旬、 2，144円/kgであったのが、 2003年には各々661円/kg、635円/kgとなり

各々 40%、30%にまで低下した。この理由には、南米やロシア産生鮮ウニ類の輸入増のほかに、「磯焼けj

と呼ばれる餌料海藻の減少による身入りの低下や鮮明な呈色のウニへの曙好変化などが挙げられる。

一方、キタムラサキウニは、北海道等主要産地の漁期開始前にあたる春先に魚価が比較的高く維持され

る。そこで、春先に身入りや身の色などの品質が優れたウニを漁獲する方途の検討を目的に放流試験を試

みた。
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1990年から2003年までの大間町と風間浦

村のウニ平均単価の変化

(青森県海面漁業漁獲統計、青森県企画政策部)

図21980年から2003年までの青森県のウ=漁種

量(口)及び金額(・)の変化

(青森県海面漁業漁獲統計、青森県企画政策部)

図 1

法

2003年11月11日に、下北半島尻屋崎アタカ島地先水深8m前後から、殻径5-6cmのキタムラサキウニ

2，030個体を採取し、漁業者が生育海藻の種類からこんぷ場、あかはだ場、ごも場と呼んで区別する 3箇

所の漁場及びそれらの混生場の計4箇所に各々設定した10m四方の試験地中央に500個体ずつ放流した

(図 3)。残りの30個体は殻径、湿重量、生殖腺重量の測定に供した。各試験地で水深と海底の起伏を測定

後、底質の組成を目視観察すると共に、試験地周辺で50cm四方の方形枠を用いて視認できるサイズの海藻

を、 1m四方の枠を用いて底棲動物を各々 2枠分採取し、それらの湿重量から現存量を求めた。採取され
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図3 キタムラサキウニを放流したこんぶ場 (a)、あかはだ場 (b)、ごも場 (c)、混生場 (d)

の試験地の位置及び廻り崎(f )と藤石崎 (g)から沖出しした 2調査線の位置。

た海藻のうち、コンブ目植物については葉長、葉幅、葉重量を求めた。 2004年3月8日には、各試験地で

放流したキタムラサキウニの海藻摂餌によって形成された裸地面をスケッチ後、試験地およびその周辺の

10m以内の範囲からキタムラサキウニを採取し、そのうち20個体について殻径、体重、生殖腺重量を測定

した。秤量後の生殖腺は直径6cmの中シャーレに充填後、直ちに大畑町にある青森県下北ブランド研究開

発センターに運び、色彩計(ミノルタ CR -400) を用いて色調の測定に供した。併せて、各試験地で方

形枠を用いて底棲生物の現存量を求めた。 2004年3月9日には、尻屋崎の廻り崎と藤石崎の地先にある水

深2.5m、5m、10m、15m、20mの計10地点について、同様に底棲生物の現存量を求めるとともに、各地

点から殻径6~ 7cm前後の漁獲サイズにあるキタムラサキウニを30個体採取し形態と生殖腺の状況を調べ

。
た

結果

場に設定した10m四方の試験地は、そ

1.異なる海藻生育場に放流したキタムラサキウニの生殖腺の変化

こんぶ場、あかはだ場、ごも場、混生 表 1 尻屋崎地先のこんぷ場、あかはだ場、ごも場及び混生

場に設定した 4箇所の試験地の水深、海底の起伏及び
底質の組成

項目 こんぷ場あかはだ場 ごも場 混生場
れぞれ水深が7.0~7.4m、 5.0~5.6m 、

4.0~4.4m 、 5. 5~5.8mの範囲にあっ位置

た(表 1)。底質は、いずれの試験地 緯度(北緯)

とも表面に亀裂や段差を生じた岩盤ま 経度(東経)
水深 (m)

たは岩盤上に積み重なった直径60cm前起伏 (cm)

後の転石が卓越し、複雑であった。そ底質の組成(%)

のうち転石は、こんぶ場と混生場では 岩盤
転石

ごも場で、はその半分を覆ったが、あか

はだ場では 3分の l程度に留まり、こ
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こでは代わって岩盤が車越した。

海藻は、 2003年11月11日の試験開始時には、表2に示したとおり、こんぶ場では 3種が出現し総現存

量 (4.6kg/m2
) のうち 1年目マコンブ (4.6kg/m2

) が全体の99.6%を占めた。そのマコンブは、葉長、

葉幅、葉重量が各々平均72.6咽(標準偏差25.3)、5.2cm(同1.5)、38.4g (同21.0)であった。あかは

だ場は褐藻3種、紅藻類6種が出現し、タンパノリ (3.5kg/m2
) とフダラク (L7kglぱ)の 2種が総現

表 2 尻屋崎地先キタムラサキウニを放流した4箇所の試験地におげる底棲生物の密度(個体jnf)

及び現存量 (gjnf)
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存量 (5.5kg/m2) の93.7%を占めた。ごも場では 6種の海藻が出現し、総現存量 (2.5kg/m2) のうちフ

シスジモク (2.0kg/m2) が79.0%を占め卓越群落を形成した。混生場では褐藻3種、紅藻4種が採取さ

れた。ここでの現存量は合計2.6kglばであって、タンパノリ(1.Okg/m2)、ウガノモク (562g/m2)、フ

ダラク (371g/rrf)、フシスジモク (338g/m2)、マコンブ(l90g/m2) の順に高い値となった。底棲動物

は、 4箇所の試験地から合わせて、原始腹足類(植食性巻員) 3種、海星類4種、ヒザラガイ、ヨツハ

モガニ及ぴヤドカリ類が採取された。このうち、こんぶ場、あかはだ場、ごも場、混生場からは各々 5

種(総現存量81g/m2
)、5種(同73g/m2

)、3種(同111g/m2
)、4種(同124g1ぱ)が採取された。海胆類は、

試験地周辺には観察されなかった。

放流のためアタカ島から採取したキタムラサキウニは、その30個体について求めた殻径、重量、生殖

腺重量が、各々平均61.6mm (標準偏差7.7)、94.8g (同34.9)、7.4g (同3.6%)であった。これから、

生殖腺指数は7.5%(標準偏差1.6) と計算された。キタムラサキウニは各試験地の中央に積み重ねて放

流したが、放流直後から移動し約30分後に再ぴ観察したところ、試験地内の放流場所付近で生育海藻を

摂餌する様子が観察された。

2004年3月8日に、各試験地を観察した結果、試験地及び周辺にキタムラサキウニが観察された。キ

タムラサキウニは、こんぶ場、あかはだ場、ごも場、混生場から放流個体数の各々47.2%、43.8%、70.

2%、69.0%に相当する、各々236個体 (27.8kg)、219個体 (24.1kg)、351個体 (47.5kg)、345個体



表 3 民屋崎地先のこんぶ場、あかはだ場、ごも場及び混生場に放流後、 2004年

3月8日に採取したキタムラサキウニの殻径、重量、生殖腺指数

項目 こんぷ場 あかはだ場 ごも場 混生場
殻径(皿) 73.9 (6.2) 68.2 (5必 70.4 (5.5) 72.3 (6.6) 
重量 (g) 179.2 (42.2) 124.7 (30.1) 160.4 (42.5) 150.2 (42.2) 
生殖腺重量 (g) 31.4 (9.8) 21.3 (6.1) 26.8 (9.9) 24.1 (7.8) 
生殖腺指数(%) 17.5 (3.2) 17.1 (2.η 16.5 (3.3) 16.1 (3.η 

(46.8kg)が採取された。各調査地から採取されたキタムラサキウニは、表3に各々の30個体について測

定した結果を示したとおり、殻径が68.2阻~73. 9mrn、重量が124.7g ~ 179.2 g、生殖腺重量が21.3 g ~ 

31. 4 gの範囲にあった。生殖腺指数は、こんぶ場、あかはだ場、ごも場、混生場から採取されたキタム

ラサキウニが各々 17.5%、17.1%、 16.5%、16.1%であった。したがって、放流時にくらべ8.6%~10

%の範囲で増加した。生殖腺の色彩は、図4に彩度と明度を示したとおり、こんぶ場、あかはだ場、ご

も場、混生場から採取されたもので各々平均5.4と4.9、5.9と5.3、6.1と5.2、5.8と5.2であったO
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図4 尻屋崎地先のこんぷ場、あかはだ場、ごも場及び混生場に放流し、 2004年3月8日に採取した

キタムラサキウニの生殖腺の明度と彩度の関係、 F.藤石地先;M.廻り石地先

放流地点付近にはキタムラサキウニが海藻群落を摂餌したために形成されたとみられる、海底が露出

した裸地面がみられた。試験区内の生育及び入植した海藻がない裸地面についてのみ面積を求めた結果、

裸地面の広さはこんぶ場、あかはだ場、ごも場、混生場で各々4.54ぱ、 3.70ぱ、1.93m2、1.32ばであっ

た。

3月8日に各試験地で求めた海藻現存量は、こんぶ場では 4種が出現し総現存量 (2.2kg/ぱ)のうち

葉状部が再生し 2年目となったマコンブ (2.0kg/ぱ)が全体の89.6%を占めた。マコンブは、葉長、葉

幅、葉重量が各々平均79.3cm(標準偏差45.0)、8.2cm(同1.5)、70.3g (同52.4)であった。あかはだ

場は褐藻3種、紅藻類4種が出現し、タンパノリ(1.9kg/m2) が総現存量 (3.2kg/ぱ)の59.0%を占め、

次いで、フシスジモク (593g/m2)、ジョロモク (326g/m2)、フダラク (143g/m2)、マコンブ (133g/ぱ)

の順となった。ごも場では 8種の海藻が出現し総現存量 (3.2kg/m2) のうち、ウガノモク (2.9g/ぱ)

が90.1%を占め、タンパノリ (157g/ぱ)がそれに次いだ。混生場では褐藻3種、紅藻4種が採取され、

318 



総現存量 (1.4kg/m2)のうちフシスジモク (484g/m2)、タンパノリ (424kg/m2)、ウガノモク (293g1

ば)、マコンブ (83g1ぱ)の 4種で93.9%を占めた。海藻現存量は、ごも場ではフシスジモク主枝が伸

長したため増加したが、これを除く 3つの試験地では、藻体の末枯れや流失のため減少した。底棲動物

は4筒所の試験地から合わせて、原始腹足類(植食性巻員) 3種、海星類3種、ヒザラガイ、ヨツハモ

ガι及ぴヤドカリ類が採取された。その現存量は、こんぶ場、あかはだ場、ごも場、混生場で各々310g

1m2、75.7g/m2、87.5g/m2、201g1ばであった。底棲動物の出現種の数や組成、現存量にはキタムラサキ

ウニ放流時 (2003年11月11日)と採取時 (2004年 3月8日)の聞に顕著な差異はなかった。

2.異なる水漂から採取したキタムラサキウニの生殖腺の比較

2004年 3 月 9 日に観察した藤石及び廻り石地先の水深2.5m~20mにある各々 5 地点は、表 4 に示し

たとおり、いずれも岩盤または30cm~60cmサイズの転石が卓越し、砂層は認められなかった。底質の起

伏は、藤石地先では水深10m以浅で、は50cm以下で比較的平坦であったが、 15m以深では 1、2mの段差

衰 4 民屋崎藤石、廻り石地先水深2.5m-20mの観測地点における海底の起伏、底賓の組成

地先
水深 (m)

項目 2.5 5 10 15 20 
麗石 位置

緯度(北緯) 410 24.870 410 24.820 410 24.780 410 24.700 410 24.680 

経度(東経) 1410 28.160 1410 28.190 1410 28.620 1410 28.760 1410 28.860 
起伏(佃) 20-50 30-50 20-50 30-200 50-100 
底質の組成(%)

岩盤 50 30 40 50 80 
転石 30 60 50 40 。
小石 10 。 10 10 10 
穣 10 10 。 。 10 
砂 。 。 。 。 。

廻り石位置
緯度(北緯〉 410 .26.600 410 25.610 410 25.687 410 25.746 410 25.708 

経度(東経〉 1410 28.165 1410 28.187 1410 28.303 1410 28.460 1410 28.777 
起伏(国〉 50-100 30-50 30-50 20-80 10-20 
底賓の組成(%)

岩盤 100 。 10 50 5 
転石 。 95 80 35 55 
小石 。 5 5 10 30 
醸 。 。 5 5 10 
砂 。 。 。 。 。

が見られた。廻り石地先は、水深2.5mの浅所には垂直に切り立った高さ 1mの段差が見られたものの、

5m以深で、は藤石地先に比べ段差が小さく平坦といえた。

各地点の底棲生物現存量を表5に示した。海藻は、調査を通じて褐藻 5種、紅藻15種の計20種が採取

され、このうち褐藻はコンブ目植物 3種(チガイソ、スジメ、マコンブ)とホンダワラ科植物2種(ス

ギモク、フシスジモク)が得られた。海藻は、水深10m以深に比べ水深 5m以浅で出現種の数、現存量

とも高い値を示した。即ち、水深2.5m、5m、10m、15m、20m地点において藤石地先では各々13種

(現存量2.7kglぱ)、 7種(同1.7kglぱ)、 0種、 3種(同101g/m2)、4種(同147g/m2)、廻り石地先では各々

10種(現存量455g1ぱ)、 2種(同822kglぱ)、 3種(同238g/m2)、2種(同15.5g/m2)、l種(同88.0g

1m2)であった。 10m地点では、転石など海底表面が露出し、目視できるサイズの海藻は認められなかっ

た。マコンブは、藤石地先の水深2.5m、5mから各々 1.8kglぱ、 1.3kglぱ、廻り石地先水深2.5m~10 

mの地点からは89.4g/m2~572g/m2が採取され、本観察で出現した海藻中で最も高い現存量を示した。

フシスジモクは、藤石地先水深2.5m、5mで各々594g/m2、252g/m2が採取され、マコンブに次いで高



表5 民屋崎藤石、廻り石地先水深2.5m-20mの観測地点にお11る底棲生物の密度(個体/rrO

及び現存量 (g/rrO

雌石組盆 塁。<'I塑盆
綱 日 種 2.5皿 5皿 10皿 15m 20皿 2.5m 5皿 10皿 15皿 20皿
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tA.マn ギモ。 C泊=褐"."司蜘町‘.... 謁111 54.8 54.8 

7シwモ者 S也奮闘圃岨ma賞唾田陣m 8 593.8 2.4 252.4 
紅事E ，ン].モ Zリーンヨロ 一一 53.2 

，ンコ・壬イリキリ 一一 6.0 
ピリtハe ""唱掴間._刷. 17.2 
ヘリトリカニjテ -...商町mm圃圃抽m 56.4 72.8 14.0 
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7γマヲモ N脱却由。""宵・・・e凶陶・.. 136.0 75.2 
イリAヲ，キ Sympl・... 臨量・担泊四""包 31.6 88.0 

海様現存量位 2.747.4 1.703.4 0.0 100.7 147.2 455.4 822.1 238.0 15.5 88.0 
.体動物腹足 7メ7り ... 岡・皿ro帽 ，1 45.7 

エリ.Y9t. …血.. 1 136.8 0.5 24.4 0.5 84.5 1 267.8 
I~・テ0・守 "'"血血出IU4I}I回・曲目由 1 0.1 6 1.3 0.1 1 0.3 0.5 0.1 
ニシキIt.̂  一一 4 4.1 0.1 
ヨシr州.ンt.う伽陣岨.，四位圃 0.5 5.3 
オオヨシrTT")貴師陣岨.0開制 z 8.2 3 38.5 1 11.5 1 17.6 1 20.8 
I~.'~シ.'1 国随咽白幽殴田町福留由姐・唾初陶回直 9 2.1 2.2 
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ヨヲA司Et.: 向1I<<t1.qu~，向 0.5 0.1 

親皮動物真梅墨付マキヒトデ ... 倒陸宮2・... 調設.. 町3・ 2 46.2 2 48.0 
I~. tトず ...... 田町画風間曲 0.5 5.3 2 18.8 1 12.9 

'コtトデ 一一 1 11.0 
l}tトデ Lyo副晦~寓n・・z・""・匙曾祖 0.5 18.4 
If tトデ A凶祖値a副首- 0.5 3.5 0.5 10.7 I 11.5 

海胆 エ~. A. 7~ '1ニ h 酬咽蜘圃園田由 0.5 45.2 0.5 38.0 

村A"~に S奮..... -・富民出・聞叫・ 0.5 112.2 4.5 820.7 4 474.3 2 偲.2 4.5 416.8 0.5 57.7 0.5 215.0 7 301.0 2 117.9 
海鼠甘口 s・2崎祐o t賭喝咽回a 1 64.1 1 67.6 0.5 20.4 

1;;] c・~m・"'''''''''・"・a 52 219.9 56 275.9 24 119.4 
原業動物尾耳障 t:m.ヤ - ・ 噛 網 憎 1 87.3 

ミAI}*.ヤ ""'，，-・- 3 24.3 3 17.3 
マずヤ HaI回"'"幽..... 1.5 106.6 2 171.3 2 341.2 1 91.9 2 448.2 

島棲動物現存量計 165.3 220.0 1.107.9 872.3 774.8 513.0 183.7 回4.4 431.9 曲 1.7

い値となった。このため、褐藻が総現存量に占める割合は、海藻現存量の値が大きい地点ほど高くなり、

現存量が 1kg/m'以上あった 2地点では90%であった。底棲動物は、調査を通じて原始腹足類 7種、海

星類 5種、海胆類2種、海鼠類2種、尾索(ホヤ)類3種、ヨツハモガニ及びヤドカリ類が採取された。

水深2.5m、5m、10m、15m、20m地点において藤石地先で、は各々 5種(現存量165g/m')、7種(同

220kg/ぱ)、 5種(l.lkg/m')、6種(同872g/ぱ)、 9種(同775g/m2)、廻り石地先では各々 6種(現存

量519g/ぱ)、 6種(同184kg/ぱ)、 7種(同634g/m2)、3種(同432g/ぱ)、 5種(同682g/ぱ)であっ

た。キタムラサキウニは、藤石地先水深2.5mを除く 9地点から57.5g/m'~821g/m' (0.5個体/~4.5個

体/ぱ)が認められ、底棲動物中で最も多くの地点から多量に採取された。

各地点から採取した漁獲サイズのキタムラサキウニの殻径、重量、生殖腺指数を表6に示した。生殖

表 6 尻屋崎藤石、廻り石地先水深2.5m-20mの観測地点から採取されたキタムラサキウニの

殻径、重量、生殖腺指数

地先 項目
水深

2.5m 5m 10m 15m 20m 
藤石 殻径 (0) 72.9 (9.3) 65.4 (14.3) 82.0 (8.7) 71.6 (7.0) 63.7 (4.7) 

重量 (g) 180.5 (61.8) 140.6 (43.1) 207.0 (59.8) 134.4 (34.6) 101.4 (18.8) 
生殖腺指数(%) 20.3 (1.7) 15.9 (2.7) 8.2 (3.3) 2.3 (0.7) 3.1 (0.8) 

廻り石殻径 (u) 61.5 (6.8) 74.3 (9.7) 77.9 (15.9) 68.4 (7.9) 68.2 (7.6) 
軍最 (g) 109.4 (42.1) 185.3 (74.2) 203.1 (120.6) 128.7 (43.1) 123.3 (33.7) 
生殖腺指数(%) 14.7 (2.0) 19.5 (2.4) 13.3 (5.7) 2.4 (0.9) 1. 7 (1.0) 

腺指数は、藤石及び廻り石地先とも水深 5m以浅では15%~20%の範囲の高い値を示した。しかし、深

所では低下し、水深10m地点で、は藤石地先及び、廻り石地先では各々 8.2% 、 13.3% 、 15m~20m地点で、
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は各々 2.3%~3.1%、1. 7%~2.4% となった。それら生殖腺の色彩は、図 4 に示したとおり、彩度、明

度とも同様の傾向を示し、深所のものほど低下した。即ち、水深5mJ;}，浅から採取されたキタムラサキ

ウニでは、両地先のものとも彩度が5.6以上、明度が5.1以上あった。なかでも廻り石地先水深2.5mで

は彩度が6.2、明度が5.4であって、最も高い値となった。水深10mで、は両地先のもので彩度が5.2~5. 4、

明度が4.6~5. 0にあった。これに対して、水深15~20mでは、両地先のものとも彩度が5.1以下、明度

が4.1以下に留まった。ことに廻り石地先水深20mから採取されたものでは彩度3.7、明度が3.1で最低

を示した。

考察

以上の結果から、尻屋崎地先では、漁業者がこんぶ場と称するマコンブ卓越群落、あかはだ場とするタ

ンパノリ・フダラク車越群落、ごも場とするホンダワラ科植物卓越群落、及ぴ、混生場とするそれら各海

藻の混生群落中に、 11月に放流したキタムラサキウニは、いずれも 3 月初句には16%~17%に身入りする

ことが分かつた。下北半島沿岸では、一般に、春先には生殖腺指数が10%、初夏以降には15%を上回るキ

タムラサキウニが漁獲される。したがって、本調査で放流したキタムラサキウニは、いずれも採捕時には

十分な経済的価値を持ったと言えた。また、生殖腺の明度と彩度には、本測定の範囲では直線的な相関関

係が認められ、両値が高いもので良好な品質(身の色)を呈した。生殖腺の色彩は、タンバノリ・フダラ

ク卓越群落、ホンダワラ科植物卓越群落、混生群落のものでは彩度5.8以上、明度5.2以上を示し、いずれ

も優れていた。しかし、マコンブ卓越群落に放流したものでは、外見からは十分に販売価値を有するもの

の、それら群落のものに比べ彩度では6.9%~1 1. 5%、明度では5.8%~7.5%低い値に留まった。尻屋崎

地先では、マコンブは年間 l億円前後漁獲されているが、タンパノリ、フダラク、ホンダワラ科植物は産

業種とされていない。したがって、ここでは、秋季にキタムラサキウニを採取し、漁場としては経済的価

値が比較的低い、あかはだ場、ごも場やそれらの混生場に放流することで、翌年の春先には身入りや身の

色が優れたウニを漁獲できると考えられた。

一方、キタムラサキウニは水深によって生殖腺指数やその色彩が大きく異なった。水深5m以浅で、は、

生殖腺指数が15%以上であって十分な経済的価値を持つまで身入りした。それらは、彩度、明度が各々5.6、

5.1以上あって、明るい樟色ないし欝金色を示し、品質が優れた。しかし、水深15m以深のものでは身入

りが3%以下であって、経済的価値を持たない、いわゆる「空ウニ」の状態にあった。それらは、彩度と

明度が各々5.1と4.0以下であって、赤褐色または焦げ茶色を呈し、販売水準の品質ではなかった。このこ

とからは、尻屋崎地先ではキタムラサキウニは、深所の漁

場を避け、水深5m以浅の浅所に放流すべきと言える。
y= 1.938* In(X) + 3.538 .. 

20トR=0.961 • -:; 

キタムラサキウニが棲息する地点によって、身入りに顕
主 15

著な差異が生じた理由のひとつには、餌料となる海藻生育

量の影響が考えられた。そこで、 2004年3月8日及び9日 さ

の観察結果から、生殖腺指数と種々の海藻現存量との関係 重10

を検討した。その結果、褐藻類(コンブ目植物、ホンダワ 童
ラ科植物)の現存量とキタムラサキウニ生殖腺指数には、

図5のとおりの関係が認められ、それらを対数関係式にあ

相 5

0 
てはめた結果、下式で重相関係数0.961の高い相関が得ら

れた。
0.1 1 1 0 1 00 1 000 1 0000 

Y = 1 . 938 * Q n ( X) + 3 . 538 

X、褐藻類の現存量 (g/m2
) ; Y、生殖腺指数(%)

当該式に従うと、尻屋崎地先では 3月上旬に358g/ぱの
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図5 尻屋崎地先における褐藻(コンブ目
植物、ホンダワラ科植物)現存量と
放流または天然のキタムラサキウニ
生殖腺指数との関係



褐藻類が生育する漁場には、生殖腺指数が15%のキタムラサキウニが棲息すると予測できる。また、生殖

腺指数が20%のキタムラサキウニをその時期に漁獲するためには、 3.9kg/m2の褐藻類現存量が必要と計算

される。当該式は、「流れ藻Jとしての餌料供給量や褐藻種ごとの餌料価値などが考慮されていないため、

年や地先を超えての汎用は困難であろう。しかし、尻屋崎地先でのキタムラサキウニ放流場所の選定にあ

たっては、目安のひとつに利用できる。

身入りと身の色の関係を知るため、生殖腺指数

と明度の関係を求めた結果、図6のとおり対数相

闘が認められた。その関係からは、尻屋崎地先で

は身入りの向上と共に身の色も改善されると推察

される。ことに、生殖腺指数が13%までの範囲で

は、その上昇に伴い明度が急激に増加、改善した。

しかし、 15%以上では明度が4.9~5.5の範囲にあっ

て顕著な変化がみられなくなった。明度4.9(こ

んぶ場から採取された放流キタムラサキウニ)の

生殖腺は、本観察では十分に経済的価値を有する

と考えられた。したがって、ここでは、 15%以上

に身入りを進ませることで、おおむね身の色のよ

いキタムラサキウニを漁獲できるようになると考

えられた。

藤石地先水深10mの地点では生育海藻が認められず、キタムラサキウニが820g/m2(4.5個体1m2) と高

6 
y= 0.766* In(X) + 3.013 
R=0.963 • 

F
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図6 民屋崎地先にお11る放流または天然
のキタムラサキウニの生殖腺指数と
その明度との関係

密度であった。これまで、津軽海峡沿岸では、キタムラサキウニは、摂餌によって海藻現存量が低い状態

が持続される、つまり「磯焼けJの原因になることを示してきた(桐原・能登谷2004)。佐井村では、キ

タムラサキウニが100g/m2以上の現存量であれば、「磯焼けJの状態が持続することが報告されている(桐

原・仲村 印刷中)。その値は、餌科となる流れ藻の量やウニのサイズなどによって異なると予想される

ものの、藤石地先水深10m地点ではその値の 8倍以上であるため、「磯焼けj状態が維持されている可能

性がある。また、藤石地先水深10m地点から採取されたキタムラサキウニは、生殖腺指数が、同じ水深に

ある廻り石地先のものに比べ38.3%劣り、経済的価値を持たなかった。佐井村地先では、「磯焼けj漁場

からキタムラサキウニを除去することで、マコンブ群落が回復した。したがって、尻屋崎で放流のための

キタムラサキウニを、藤石地先水深10m地点から採取することで、「磯焼け」が回復できる可能性がある。

仲買業者は、下北半島で特に殻付きウニの価格低落が著しい理由として、身入りや身の色が安定しない

ことを挙げる。本結果は、尻屋崎地先では適切な漁場に放流することで、比較的価格が高い春先に身入り

や身の色が優れたキタムラサキウニを漁獲できることを示した。尻屋崎地先と生育海藻や海況が類似する

下北半島沿岸の漁場では、同様にコンプ目植物やホンダワラ科植物の卓越群落にウニを放流することで、

資源価値を高められる可能性がある。
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